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活 動 か ら 
 

《安曇野環境フェア・竹あかりづくりワークショップ》 

日  時：10 月 4（土）～5 日（日）8:30～16:30 天気：曇り時々雨【林産物活用活動】 

参 加 者：会員 7 名、OB 会員 1 名、コープながのスタッフのべ 7 名 

活動場所：安曇野市堀金体育館 

活動内容：安曇野環境フェア 2025 ワークショップ「竹あかりづくり」 

   

2025 年安曇野環境フェアで、昨年に引き続きコープながのと締結している「森林の里親

事業」の一環として、長峰山で管理できなくなった竹林の竹を使い“利用されていない竹

を活かして、楽しく何かを作ろう！”と「竹あかり」のワークショップを共同出展した。

そして今年は、竹林整備支援金として 1 人 200 円いただいた。 

 2 日間で 64 人の方に参加いただき、その中には昨年も森倶楽部のブースで竹あかりを作

ったというリピーターが何人もいて嬉しかった。来年もこのワークショップを出展し、多

くの方々に“放置された竹林の整備に役立ち、自分で作った作品を持ち帰れる楽しみ”、

を経験していただきたいなと思った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2025 年 11 月 第271号 

私たちは、里山の自然に触れ、その地域の 

暮らしに学ぶ活動をしています。 

長野県安曇野市の長峰山が主な活動場所です。 

里山はたくさんの生きもののよりどころです。 

たくさんの人と、この豊かな自然を分かち合い、 

未来に引き継いでいくことが願いです！ 

受付 

竹筒を選ぶ 

筒に型紙を貼る 

インパクトドライバーの 

使い方練習 
型紙通りに穴をあける 

（マンツーマンでスタッフが助っ人） 
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《活動地見回り》 

日  時：10 月 7（火）9:30～14:00 天気：曇り【里山保全活動】 

参 加 者：会員 6 名   

活動場所：絆橋周辺、烏帽子峰  

活動内容：倒木処理、烏帽子峰瞑想広場の整備・情報表示板・案内版設置 
 

遊歩道を利用する方が安全かつ快適に歩けるようにするため、時々活動地内の見回り

をして、メンテナンスを行っているが、絆橋周辺の遊歩道上 2 ヶ所に倒木があり、通行の

支障となっていたためチェーンソーで切り、処理を行った。絆橋は老朽化し橋桁の腐食が

進行していて、特に下流側が顕著で踏み抜いて穴のあく箇所があった。応急措置として歩

いて渡る際に危険な部分に板材等にピンクテープを巻き、その上を通らないよう区分し

た。また、橋の両端に「キケン 注意！」と板材に書いた目印を設置した。 

 

 

この件については、安曇野市耕地林務課に報告と修理の依頼をした。 

その後、烏帽子峰瞑想広場に向かい、この場所を良好に

使えるようにするため、きより館に置いてあった木のベン

チ 3 基を運び設置した。 

また、この場所は散策する方が良く通る交差点となって

いるので、情報掲示板を設置し、散策マップ等も掲示し

た。今年度新しくした「長峰山散策マップ」に各遊歩道等

の名称を付けたので、マップに応じた案内版を作製し、瞑

想広場で交わる 3 本の遊歩道のそれぞれ中間点あたりに

「馬車道」「水平道」「ハリギリ坂」を表示する案内板

（3 ヶ所）を設置した。残りの案内板は次回の活動で設置する予定である。 

型紙をはぐ 
掃除をする 出来上がり 

倒木処理 
絆橋の応急処置 

ベンチの設置 
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《蝶の森草原の耕起実験区のバイオマス調査》 

日  時：10 月 14 日（火）9:30～13:00 天気：曇り 【里山保全活動】 

参 加 者：会員 6 名、県林業総合センター2 名、安曇野市職員１名 

活動場所：蝶の森、きより館 

活動内容：耕起実験区のバイオマス調査  

 
9 月 9 日の指標植物調査の時、シカ防護柵の中の調査区と柵外の調査区では植生が大き

く異なるため、県林業総合センターの小山泰弘さんの提案で、今年 10 月に地上部の草の

量（バイオマス量）を刈り取って乾燥して計量しようということになり、本日の活動とな

った。 

説明を聞きながら蝶の森草原の耕起実験区(2ｍ×2ｍ)3 ヶ所（シカ柵の内側で 1 ヶ所、

シカ柵の外側で 2 ヶ所）の区内に生えている植物をすべて手作業で根元から刈り取って種

類ごとに分けた。やってみると思いのほか大仕事で、ススキで手を切らないように注意し

ながら、刈り残しがないようにしっかり刈らなければならない大変な作業。そのあとスス

キ、オオアブラススキ、マメ科、イチゴ属、ワラビなどに分類するのもひと仕事。休憩な

し 9 人がかりでお昼までかかった。初めての作業で最初は戸惑ったが、次第に要領をつか

んで作業スピートがあがり、最後は楽しくできた。 

このあとは林業総合センターで、それぞれの分類ごとに生重量を計測した後、乾燥機

（48 時間以上 60℃）で乾燥して計測するとのこと、シカ柵内外でどんな違いが出るのか

楽しみである。 

その後、きより館に移り、シカに食い尽くされた花壇にシカが嫌いなフジバカマを植栽

し、来年の花壇の復活を期待して終了とした。 

 

 

 

案内板の設置 瞑想広場 

柵内の調査エリアの目印 

（第 1耕起実験区） 

全ての草を刈る

る 

根元から刈る 
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《烏帽子峰倒木処理》 

日  時：10 月 19（日）9:00～12:30 天気：曇り【森林整備活動】 

参 加 者：会員 5 名   

活動場所：烏帽子峰 

活動内容：倒木処理、杉の板材加工打合せ 

 

先月の現場下見時は倒木 3 本を確認していたが、作業当日は 1 本増加しており、計 4 本

の処理を行った。全ての倒木が「掛かり木」の状態であったが、最終的に全数を処理し

た。 

 現場状況により対応が異なるため、個体ごとに最適な対応を選択して作業に当たった。

先行する 3 本については円滑に処理を完了したが、最後の 1 本は隣接する広葉樹に枝が深

く掛かり、外すことが困難であったため元玉切りを実施した。切断に伴い、当該木が垂直

に直立する挙動を見せ、最終的に想定外の方向へ倒伏した。掛かり木は予測とは異なる挙

動を見せるため、改めて細心の注意が必要であると感じた。 

 作業後は、以前に伐倒したスギ材を板材へ加工するため、道具の点検および作業工程の 

確認を行った。 

刈り取ったものは袋に入れて持ち出す 種類別に分ける 

種類別に分けた袋 

柵外の第 2 耕起実験区 柵外の第 3 耕起実験区 
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《長峰山山頂草原一部の草刈り》 
日  時：10 月 21（火）9:30～12:00 天気：曇り【里山保全活動】 

参 加 者：会員 3 名   

活動場所：長峰山頂  

活動内容：山頂草原の一部の草刈り、遊歩道の表示看板の設置  

 

10 月 26 日に予定されている山頂草原の草刈りの人員がやや手薄とのことで、補完作業

として西側の東屋から下の草刈りを行なった。シカの食害の影響か、例年より全般的に草

が少ないように感じられ、仕事ははかどるが、あまり嬉しくはない。特に東屋付近に群生

していたタムラソウはほとんど見られなくなっていた。 

草刈り終了後、山頂から蝶の森に至る遊歩道上に表示看板 4 本を設置してこの日の活動

を終わりとした。 

 
  

 

 

 

 

草刈り 

刈り残した花 
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ミニ自然観察会 10 月 26 日（日）雨天中止 
  

 

 

 

                      

 

 

＝ 年会報「森に学ぶ」2025 の原稿執筆依頼 ＝ 

 

皆様、活動が残り少なくなってきました。恒例ですが、この一年を振り返って、 

書き記しておきたい事や伝えたい事などを文章にし、お寄せ願います。 

 

執筆要綱は以下の通りです。 

・Ａ４縦長横書き 1 枚（目安）、余白：前後左右 25 ㎜、40 字 38 行（文章は 36 行） 

・文章の 1 行目は表題（中央揃え 14pt 太字）、２行目は氏名（右揃え 10.5pt 太字）

・原則、本文には手を加えませんが、「てにおは」や「文が繋がらない」部分について 

は個別に連絡をとり確認します。 

・写真やイラストを挿入して頂いても構いません。1Mb を超える写真の場合、メール 

に原本を添付して頂ければ当方で適切な処理をし、載せます。（冊子全体の容量を出来 

る限り大きくしない為です。） 

 

◇原稿締め切り：2026年（平成 8年）1月 18日（日） 

◇原稿送付先：e メール ➡  nato-o@cream.plala.or.jp 

             郵送    ➡  〒390-0842 松本市征矢野 2 丁目 4-20-1 大嶋 博雄 

 

※正会員、賛助会員の別なく、投稿して頂くことになっています。 

※ニュースや新聞記事を記載、コピーする場合、締め切り日までの物として下さい。 

※12 月に入った頃、原稿様式をお送りします。無論、手書きも歓迎します。 

 

以上、宜しくお願い致します。     「森に学ぶ」チーム：大嶋（リーダー） 

今年最後の観察会だよ 

ミニ自然観察会

のお知らせ 

案内板の設置 
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   行     事 集 合 場 所 時 間 

11 月 

4（火） 里山保全活動 天平の森駐車場 9:30～ 

11（火） 里山保全活動 天平の森駐車場 9:30～ 

18（火） 里山保全活動 蝶の森駐車場 9:30～ 

26（日） 
矢ノ沢地区側溝ざらい きより館 8:30～ 

ミニ自然観察会 天平の森駐車場 13:00～ 

12 月 
2（火） 里山保全活動 天平の森駐車場 9:30～ 

7（日） 森林整備活動 きより館館 9:00～ 

1 月 
11（日） 矢ノ沢地区三九郎 きより館 9:30～ 

18（火） 「森に学ぶ」原稿締め切り     

上記以外の活動や天候などで中止になる場合は、各担当リーダーから倶楽部メールにて 

連絡がでます 

 

会員を募集しています！ 

 

見学や入会の申し込みは、 

随時受け付け中です。 

お気軽にお問い合わせください。 

 

◇会費 正会員 ：3,000 円 

賛助会員：4,000 円 

 

一緒によい汗ながしませんか？ 

 

 

 

 

 

発行 

 特定非営利活動法人 

森倶楽部２１ 

■E-mail npomoriclub21@gmail.com 

■URL  https://mori21.com/  

■https://www.facebook.com/morikurabu21 

光城山を望める 

蝶頂尾根 

（蝶の森から長峰山山頂への尾根道 

mailto:npomoriclub21@gmail.com
https://mori21.com/

